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日本ユーラシア協会とは
旧ソ連邦に住む諸国民との

相互理解と友好を進める

（旧）日ソ協会の統一した名

称です

愛知版 No.610

（ニュース、投稿は下記へ）
〒461-0004
名古屋市東区葵1-22-26
日本ユーラシア協会愛知県連合会

電話 052-932-7211

メールアドレス eurasia_aichi@yahoo.co.jp ホームページ http://nichiyu2015.webcrow.jp

音楽配信で医療支援をしよう！

第
一
部
で
は
２
０
１
７
年
11

月
、
筆
者
は
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン

ス
ク
か
ら
ノ
グ
リ
キ
ま
で
寝
台

急
行
列
車
「
サ
ハ
リ
ン
号
」
に

乗
っ
て
往
復
し
て
き
た
。

か
つ
て
こ
の
鉄
道
で
１
９
３

４
年
６
月
に
旅
し
た
林
芙
美
子

の
「
樺
太
へ
の
旅
」
を
読
み
な

が
ら
、
彼
女
が
食
べ
た
「
ロ
シ

ア
パ
ン
」
や
児
童
文
学
作
家
・

神
沢
利
子
さ
ん
の
「
流
れ
の
ほ

と
り
」
に
登
場
す
る
「
ツ
ン
ド

ラ
ま
ん
じ
ゅ
う
」
に
つ
い
て
の

な
ぞ
解
き
を
し
な
が
ら
。

ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
を
出

発
し
た
サ
ハ
リ
ン
号
は
一
路
ノ

グ
リ
キ
へ
向
け
て
北
へ
と
進
ん

で
い
く
。
途
中
北
緯
50
度
に
は

か
つ
て
日
ソ
間
の
国
境
が
あ
り
、

１
９
３
８
年
正
月
、
岡
田
嘉
子

と
杉
本
良
吉
は
こ
こ
を
越
え
て

ソ
連
に
亡
命
し
て
い
た
。
し
か

し
、
ソ
連
領
内
に
入
っ
た
二
人

は
ス
パ
イ
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、

杉
本
は
銃
殺
刑
、
岡
田
は
自
由

剥
奪
10
年
の
刑
を
言
い
渡
さ
れ

る
。
岡
田
は
１
９
４
７
年
に
釈

放
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
ソ
連
で
暮

ら
す
。

寝
台
列
車
は
4
人
部
屋
の
コ

ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
、
暖
房
が

ガ
ン
ガ
ン
に
効
い
て
い
て
、
筆

者
は
暖
房
地
獄
と
呼
ん
で
い
る
。

寝
台
急
行
で
11
時
間
43
分
を

か
け
て
到
着
し
た
ノ
グ
リ
キ
に

は
何
が
あ
っ
た
の
か
。
筆
者
は

日
本
で
も
廃
線
跡
を
め
ぐ
る
旅

に
何
度
も
出
か
け
て
お
り
、
こ

こ
ノ
グ
リ
キ
で
も
さ
ら
に
北
の

オ
ハ
ま
で
軌
間
７
５
０
㎜
の
軽

便
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
。
そ
の

廃
線
跡
を
見
に
行
く
と
い
う
の

が
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
帰

り
の
列
車
ま
で
の
時
間
は
６
時

間
半
。

ま
ず
は
ノ
グ
リ
キ
市
立
郷
土

博
物
館
を
見
学
。
そ
の
あ
と
、

日
本
の
石
油
タ
ン
ク
が
残
っ
て

い
る
場
所
が
あ
る
と
言
っ
て
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
う
。
サ
ハ
リ

ン
の
北
半
分
は
ソ
連
領
だ
っ
た

の
に
ど
う
し
て
日
本
の
石
油
タ

ン
ク
が
あ
る
の
か
。
ロ
シ
ア
の

会
社
と
日
本
の
会
社
の
合
弁
事

業
だ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
軽

便
鉄
道
の
跡
地
を
見
に
行
く
。

レ
ー
ル
は
す
で
に
撤
去
さ
れ
て

い
た
が
、
二
列
の
並
木
が
残
っ

て
い
た
。
こ
の
並
木
の
間
を
列

車
は
走
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
行

く
と
錆
び
て
は
い
る
が
白
く
塗

ら
れ
た
ト
ラ
ス
ト
橋
が
あ
っ
た
。

こ
れ
も
軽
便
鉄
道
の
鉄
橋
だ
っ

た
の
だ
。

再
び
夜
行
列
車
に
乗

り
、
翌
日
午
前
６
時
35

分
に
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン

ス
ク
駅
に
到
着
。
午
後

1
時
40
分
に
ユ
ジ
ノ
サ

ハ
リ
ン
ス
ク
空
港
を
発

ち
、
午
後
５
時
過
ぎ
に

は
も
う
自
宅
の
最
寄
り

駅
に
つ
い
て
い
た
と
い

う
。第

２
部
は
、
１
９
２

３
年
に
樺
太
を
旅
し
た

宮
沢
賢
治
の
歩
い
た
跡

を
た
ど
る
と
い
う
旅
で
、

２
０
１
８
年
９
月
７
日

に
成
田
を
出
発
し
、
飛

行
機
で
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ

ン
ス
ク
へ
。
宮
沢
賢
治

は
花
巻
か
ら
列
車
で
青

森
ま
で
行
き
、
青
函
連

絡
船
で
北
海
道
へ
渡
り
、

旭
川
で
途
中
下
車
し
て
稚
内
へ
。

稚
泊
連
絡
船
で
大
泊
（
現
コ
ル

サ
コ
フ
）
へ
渡
っ
て
い
る
。
し

か
し
稚
内
～
コ
ル
サ
コ
フ
は
２

０
１
５
年
ま
で
２
０
０
０
ト
ン

級
の
フ
ェ
リ
ー
が
夏
の
間
だ
け

就
航
し
て
い
た
が
、
採
算
が
取

れ
ず
２
０
１
６
年
か
ら
は
２
７

０
ト
ン
（
定
員
80
名
）
の
連
絡

船
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
宗
谷
海

峡
は
波
が
荒
く
、
天
候
に
よ
っ

て
は
相
当
揺
れ
る
と
い
う
こ
と

で
筆
者
は
今
回
も
飛
行
機
を
利

用
し
た
と
い
う
。

１
９
２
３
年
７
月
31
日
、
午

後
９
時
59
分
発
の
青
森
行
き
夜

行
列
車
に
乗
っ
た
賢
治
は
、
前

年
に
最
愛
の
妹
ト
シ
を
病
で
亡

く
し
て
い
る
。
樺
太
へ
の
旅
は

こ
の
ト
シ
の
死
と
大
き
く
関
係

し
て
い
る
。
賢
治
が
た
ど
っ
た

跡
を
筆
者
は
た
ど
り
、
賢
治
が

樺
太
旅
行
で
書
い
た
詩
の
数
々

を
紹
介
し
な
が
ら
、
彼
の
心
の

変
化
を
解
説
し
て
い
る
。
ま
た

こ
の
旅
行
が
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

の
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
て
い
る

と
言
う
。

サ
ハ
リ
ン
の
鉄
道
の
軌
道
幅

は
ず
っ
と
日
本
の
鉄
道
と
同
じ

１
０
６
７
㎜
だ
っ
た
。
戦
後
も

ソ
連
は
そ
の
ま
ま
使
い
続
け
、

日
本
の
中
古
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー

を
輸
入
し
て
走
ら
せ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
本
書
に
よ
る
と
、
軌

道
幅
を
ロ
シ
ア
本
土
と
同
じ
１

５
２
０
㎜
に
す
る
工
事
が
進
行

中
と
い
う
。
朝
日
新
聞
に
よ
る

と
軌
道
幅
の
変
更
は
２
０
２
０

年
に
完
了
す
る
予
定
だ
そ
う
だ
。

と
な
る
と
サ
ハ
リ
ン
で
日
本
の

鉄
道
車
両
に
乗
れ
な
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

（
田
口
龍
司
）

「
サ
ガ
レ
ン
」
梯
久
美
子
著

Ｋ
Ａ
Ｄ
О
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
発
行

２
０
２
０
年
4
月
24
日
発
行

１
７
０
０
円
＋
税

ロ
シ
ア
語
講
座
１
８
９
期
開
講
に
あ
た
っ
て

書籍紹介

「
サ
ガ
レ
ン
」
梯
久
美
子
著

鉄
道
で
巡
る

サ
ハ
リ
ン
の
今
と
過
去

日本ユーラシア協会の会員でバイオ

リニストの澤田智恵さんが医療従事者

に支援金を届けたいとクラウドファン

ディングに挑戦しています。

支援者へのリターンはオンラインバ

イオリンコンサートの配信です。支援

金の受付は９月25日の午後11時までで、

募金終了後、９月末以降にメールでお

送りする限定視聴アドレスでご覧いた

だけます。

リターンとなるコンサートはすでに収

録済みで、募金終了後の９月末に配信

されます。出演者は澤田さんの他、ピアニストのユリヤ・レヴさん、

ゲストに朗読家の武松洋子さん。そしてウクライナが世界に誇るバイ

オリン界の重鎮オレグ・クリサ教授などで、プログラムはマスネの

『タイスの瞑想曲』やラフマニノフの『ヴォカリーズ』などの有名曲

を含む８曲です。

支援先はウクライナと関わりのある自治体を考慮し、「かながわコ

ロナ医療・福祉等応援基金」と「京都府新型コロナウイルス感染症対

策応援基金」に加え、ウクライナで病院に医療物資を配布している国

際ＮＧＯ「ＡＤＲＡウクライナ」の３か所です。

医療従事者支援チャリティコンサートの購入方法には、二つの方法

があります。

①クラウドファンディングページからコンサートを購入する方法は、

クレジットカードでオンラインショッピングするのと同じシステムで

す。

【READYFOR(レディーフォー)澤田智恵】からは入ってアカウント作成

し、登録されたメールアドレスに【Readyfor】からログインのための

メールが届きます。以下指示に従って支払いまで完了してください。

(オンライン決済は９月２６日２３時まで)

②銀行振込で主催者に送金し、コサートを購入する方は

<お振込先＞ゆうちょ銀行 記号１０９３０ 番号１９４２９９９１

サワダチエ

<他金融機関からのお振込み＞ 【店名】〇九八(ゼロキユウハチ)

｛店番｝０９８

{預金種目}普通預金 {口座番号}１９４２９９９サワダチエ

（ゆうちょ銀行への振り込みは１０月末まで）

※ご送金後、必ず主催者にメール連絡ください。

{お振込み確認、コンサートを９月末送付、サイトにお名前掲載(任意)

のためです}

※メール連絡先：

澤田智恵 日本ウクライナ芸術協会

society_japan_ukraine@yahoo.co.jp （中森秀樹）

ロ
シ
ア
語
講
座
１
８
８
期
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
に
中
止
と
い
た
し
ま
し
た

が
、
10
月
か
ら
始
ま
る
１
８
９

期
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
た
上
で
開
講
い
た
し
ま
す
。

民
主
会
館
及
び
ユ
ー
ラ
シ
ア

協
会
で
は
次
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
ま
す
。

１
、
民
主
会
館
1
階
入
り
口
横

と
ロ
シ
ア
語
教
室
に
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
を
設
置
し
ま
す
。

２
、
ロ
シ
ア
語
教
室
は
窓
と
ド

ア
を
開
け
、
換
気
扇
を
回
し
室

内
の
換
気
を
行
い
ま
す
。

３
、
ロ
シ
ア
語
教
室
の
机
、
椅

子
等
の
除
菌
の
為
、
除
菌
シ
ー

ト
を
用
意
し
ま
す
。
。

４
、
各
ク
ラ
ス
の
定
員
は
６
名

以
内
と
し
、
人
と
人
の
間
隔
を

十
分
に
と
り
ま
す
。

５
、
受
講
生
と
受
講
生
の
間
に

は
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
ま
す
。

５
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
は
全

員
分
準
備
し
ま
す
。
使
用
後
は

名
前
を
書
い
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
段
ボ
ー

ル
箱
に
保
管
、
ま
た
は
各
自
持

ち
帰
り
、
次
回
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

６
、
マ
ス
ク
は
忘
れ
た
方
の
た

め
に
予
備
を
ロ
シ
ア
語
教
室
に

用
意
し
て
お
き
ま
す
。

受
講
生
の
方
に
お
願
い
す
る

こ
と

１
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
で
手

を
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

２
、
教
室
で
は
マ
ス
ク
ま
た
は

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。

３
、
自
宅
で
体
温
を
測
定
し
、

37
・
５
度
以
上
の
時
は
休
ん
で

く
だ
さ
い
。

４
、
そ
の
他
、
体
調
が
悪
い
場

合
は
無
理
を
せ
ず
、
休
ん
で
く

だ
さ
い
。

ロ
シ
ア
語
講
座
で
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
が
出
た
場
合
や
、

名
古
屋
市
内
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
増
大
し
た
場
合
、

再
度
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

た
場
合
な
ど
は
ロ
シ
ア
語
委
員

会
、
事
務
局
で
協
議
の
上
、
講

座
を
中
断
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

は
、
今
後
研
究
、
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。

第76回ロシア語能力検定試験
10月31日（土）、11月1日（日）に予定

されているロシア語能力検定試験は、予定

通り実施いたします。

10月31日（土）10時～ 2級、14時～ 4級

11月１日（日）10時～ 1級、14時～ 3級

受験者のみなさんの合格をお祈りします
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シ
ベ
リ
ア
強
制
労
働
は
本
来
、

国
際
法
上
に
お
け
る
「
有
償
」

の
行
為
で
あ
っ
た
が
、
政
治
的

に
は
ソ
連
の
「
賠
償
」
と
さ
れ

た
た
め
、
結
果
的
に
は
「
無
償
」

の
過
酷
な
も
の
と
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
補
償

こ
の
無
償
の
労
働
は
、
も
と

も
と
国
の
担
う
べ
き
賠
償
の
責

を
国
民
の
一
部
が
肩
代
わ
り
し

た
も
の
と
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
に
お
い
て
は
逸
早
く
、

「
戦
争
犠
牲
者
の
扶
助
に
関
す

る
法
律
」
「
捕
虜
の
親
族
の
扶

養
補
助
に
関
す
る
法
律
」
「
帰

還
捕
虜
に
対
す
る
援
助
に
関
す

る
法
律
」
等
々
、
一
連
の
補
償

措
置
が
見
ら
れ
た
。
か
く
て
、

こ
の
法
律
は
１
９
５
２
年
に
与

野
党
一
致
の
協
力
と
ド
イ
ツ
国

民
の
強
力
な
世
論
の
下
に
成
立

を
見
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
法
律
の
特
徴
は
、

国
家
補
償
の
原
則
を
踏
ま
え
て

の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
即
ち

国
家
の
側
か
ら
の
恩
恵
的
な
も

の
で
は
な
く
、
捕
虜
の
権
利
と

し
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
補
償

我
が
国
に
お
い
て
は
捕
虜
の

た
め
と
し
て
特
別
に
な
さ
れ
た

措
置
は
皆
無
で
あ
る
。

例
え
ば
未
復
員
者
全
員
に
対

し
て
取
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、

留
守
中
の
月
給
を
支
払
う
形
式

が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
月
額

わ
ず
か
１
，
０
０
０
円
（
昭
和

26
年
１
月
）
で
あ
り
、
家
族
扶

養
手
当
は
配
偶
者
６
０
０
円
、

家
族
４
０
０
円
の
、
雀
の
涙
程

度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
捕
虜
に

直
接
支
給
さ
れ
た
も
の
は
舞
鶴

で
支
給
さ
れ
た
帰
郷
旅
費
の
１
，

０
０
０
円
、
後
に
も
先
に
も
こ

れ
だ
け
で
あ
る
。

日
独
の
措
置
を
見
て
際
立
っ

て
い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い

て
は
、
復
員
兵
を
、
国
に
代
わ
っ

て
｛
賠
償
」
を
果
た
し
て
き
た

捕
虜
と
、
武
装
解
除
後
、
間
を

置
か
ず
に
帰
っ
て
き
た
一
般
兵

と
に
区
別
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

実
態
に
応
じ
て
区
分
し
て
い
る

こ
と
は
、
こ
の
場
合
公
平
な
措

置
を
意
味
す
る
。

「
戦
後
の
処
理
は
す
べ
て
終
了

し
た
。
捕
虜
の
補
償
は
憲
法
上

認
め
ら
れ
な
い
」

こ
の
間
の
処
理
に
か
か
わ
っ

た
佐
藤
、
田
中
、
三
木
、
福
田
、

大
平
、
鈴
木
、
歴
代
の
自
民
党

政
府
首
相
は
、
一
貫
し
て
こ
の

よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
戦
争

責
任
何
処
吹
く
風
で
あ
る
。

捕
虜
を
恥
ず
べ
き
も
の
と
し

た
東
條
時
代
の
そ
れ

と
、
何
処
に
何
の
変
わ
り
が
あ

ろ
う
か
。
国
際
法
無
視
の
最
た

る
も
の
で
あ
る
。

日
独
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る

の
か過

る
大
戦
で
、
同
じ
枢
軸
国

家
に
属
し
て
闘
い
、
敗
北
し
た

ド
イ
ツ
と
日
本
で
あ
っ
た
が
、

捕
虜
の
処
遇
を
め
ぐ
る
政
策
に

お
い
て
、
雲
泥
の
差
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
法
の
解

釈
に
相
違
が
あ
る
か
ら
で
は
な

い
。
傑
出
し
た
政
治
家
の
存
在

も
又
、
無
視
で
き
な
い
も
の
で

あ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
の
敗
北
は
独
裁
者
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
の
死
、
ナ
チ
党
、
国
防

軍
、
政
府
の
崩
壊
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
。
生
き
残
っ
た
党
、

軍
、
政
府
の
幹
部
は
、
戦
犯
と

し
て
の
追
及
を
避
け
て
潜
伏
、

再
び
地
上
に
現
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
戦
後
の
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

内
閣
は
ド
イ
ツ
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

批
判
者
と
し
て
出
現
し
た
。

こ
の
内
閣
に
、
捕
虜
の
権
利

を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
躊

躇
は
無
か
っ
た
。

（
註

コ
ン
ラ
ッ
ト
・
ア
デ
ナ

ウ
ア
ー
は
ド
イ
ツ
・
ケ
ル
ン
市

長
で
あ
っ
た
が
、
１
９
３
３
年

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
罷
免
さ
れ
、
以

後
２
回
に
わ
た
る
投
獄
の
後
、

戦
後
に
な
っ
て
解
放
さ
れ
た
反

ナ
チ
ス
自
由
主
義
者
と
し
て
知

ら
れ
る
）

日
本
の
敗
戦
は
広
島
、
長
崎

の
原
爆
に
よ
る
都
市
の
破
壊
は

あ
っ
た
が
、
領
土
で
奪
取
さ
れ

た
の
は
沖
縄
一
県
の
み
、
内
外

合
わ
せ
て
５
百
万
の
軍
隊
、
天

皇
統
治
機
構
も
無
傷
の
ま
ま
温

存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

軍
は
復
員
後
解
体
さ
れ
た
が

主
要
部
分
は
政
府
部
門
に
と
ど

ま
り
、
戦
後
処
理
に
携
わ
っ
た
。

階
級
、
年
功
序
列
に
よ
る

「
軍
人
恩
給
」
の
復
活
は
、
こ

れ
ら
旧
勢
力
の
発
想
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
捕
虜
の
名
誉
あ

る
地
位
や
強
制
労
働
に
対
す
る

補
償
は
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
シ
ベ
リ
ア
捕
虜
志

著

齋
藤
六
郎

（
全
国
抑
留
者
補

償
協
議
会
会
長
）
に
よ
る
）

コロナ対応カンパ
（9月8日現在）

協力者数 66人

協力金額 ９０３,４５０円

たくさんの方々からカンパを

お寄せいただき、ありがとうご

ざいました。

あ
い
ち
・
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

展
示
資
料
の
紹
介
（
そ
の
４
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
問
題

ド
イ
ツ
に
お
け
る
補
償
、
日
本
に
お
け
る
補
償

１
９
５
２
年
に
北
朝
鮮
か
ら

８
人
の
若
者
が
モ
ス
ク
ワ
国
立

映
画
大
学
に
留
学
し
た
が
、

北
朝
鮮
に
帰
ら
ず
、
当
時
の

金
日
成
首
相
を
批
判
し
て
、

１
９
５
８
年
に
ソ
連
に
亡
命

し
、
広
大
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
に
移
り
住
ん
だ
。
『
さ
ら

ば
わ
が
愛
、
北
朝
鮮
』
は
、

そ
れ
か
ら
50
年
以
上
に
わ
た

り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
始
め
と

す
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
各
地
で
、

あ
る
者
は
映
画
監
督
と
し
て
、

あ
る
者
は
作
家
と
し
て
活
動
し

た
彼
ら
の
そ
の
後
を
追
っ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
。

撮
影
監
督
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
フ
ン

と
映
画
監
督
の
チ
ェ
・
ク
ッ
キ

ン
、
作
家
に
な
っ
た
ハ
ン
・
デ

ヨ
ン
の
ロ
シ
ア
人
妻
な
ど
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
描
か

れ
る
真
実
と
は
…

監
督
の
言
葉

半
世
紀
以
上
前
に
北
朝
鮮
か

ら
ソ
連
へ
亡
命
し
、
中
央
ア
ジ

ア
へ
と
移
動
し
た
８
名
の
足
跡

を
辿
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
北
朝
鮮
身
の
若
き
エ
リ
ー

ト
で
、
１
９
５
０
年
代
に
モ
ス

ク
ワ
映
画
大
学
で
学
び
、
金
日

成
を
批
判
し
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
へ

亡
命
し
た
後
、
仕
事
と
住
ま
い

を
探
す
の
に
た
い
へ
ん
に
苦
労

し
て
い
た
。
幾
人
か
は
映
画
監

督
、
撮
影
監
督
、
作
家
と
し
て

名
を
残
し
た
が
、
他
の
人
た
ち

は
無
名
に
終
わ
る
か
、
貧
し
い

ま
ま
で
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
。

彼
ら
は
朝
鮮
戦
争
、
南
北
朝
鮮

分
断
、
金
日
成
、
そ
し
て
ス
タ
ー

リ
ン
の
目
撃
者
で
も
あ
る
。
本

作
は
、
権
力
に
抵
抗
し
た
若
者

た
ち
を
考
察
す
る
こ
と
に
な
り
、

同
時
に
、
彼
ら
を
蘇
ら
せ
、
彼

ら
に
語
ら
せ
る
手
段
と
も
な
る

に
違
い
な
い
。
製
作
に
着
手
し

た
際
に
は
、
す
で
に
7
名
が
亡

く
な
っ
て
い
た
。
現
在
生
存
者

は
た
だ
ひ
と
り
で
あ
る
。
最
後

の
サ
バ
イ
バ
ー
だ
。
本
作
は
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
を
め
ぐ
る
大
き
な

敗
北
と
小
さ
な
勝
利
に
つ
い
て

の
壮
大
な
物
語
で
あ
り
、
南
北

朝
鮮
分
断
と
再
統
合
に
つ
い
て

の
考
察
を
迫
る
こ
と
だ
ろ
う
。

韓
国
・
ロ
シ
ア
合
作

80
分

監
督

キ
ム
・
ソ
ヨ
ン

映
画
「
さ
ら
ば
わ
が
愛
、
北
朝
鮮
」

北
朝
鮮
か
ら
亡
命
し
た
８
名
の
若
者
、

そ
の
望
郷
の
思
い

名
古
屋
シ
ネ
マ
ス
コ
ー
レ
で
10
月
31
日
か
ら
上
映

昨
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
際

映
画
祭
に
お
い
て
、
『
ジ
ョ
ー

カ
ー
』
以
上
に
話
題
を
集
め
た

作
品
が
『
異
端
の
鳥
』
だ
。
第

二
次
大
戦
中
、
ナ
チ
ス
の
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、

た
っ
た
一
人
で
田
舎
に
疎
開
し

た
少
年
が
差
別
と
迫
害
に
抗
い
、

想
像
を
絶
す
る
大
自
然
と
格
闘

し
な
が
ら
強
く
生
き
抜
く
姿
と
、

異
物
で
あ
る
少
年
を
徹
底
的
に

攻
撃
す
る“

普
通
の
人
々
”
を

赤
裸
々
に
描
い
た
本
作
は
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
国
際
映
画
祭
の
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
で
上
映
さ

れ
る
と
、
少
年
の
置
か
れ
た
過

酷
な
状
況
が
賛
否
を
呼
び
、

途
中
退
場
者
が
続
出
。
し

か
し
、
同
時
に
10
分
間
の

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
、
ユ
ニ
セ

フ
賞
を
受
賞
し
、
同
映
画

祭
屈
指
の
話
題
作
と
な
っ

た
。
本
作
は
そ
の
後
も
多
く
の

批
評
家
か
ら
絶
賛
を
浴
び
、
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
の
国
際
長
編
映
画

賞
の
チ
ェ
コ
代
表
に
も
選
ば
れ
、

本
選
で
も
シ
ョ
ー
ト
リ
ス
ト
９

本
に
選
出
。
第
32
回
東
京
国
際

映
画
祭
に
お
い
て
も
「
ワ
ー
ル

ド
・
フ
ォ
ー
カ
ス
」
部
門
で
上

映
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
た
。

原
作
は
自
身
も
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
の
生
き
残
り
で
あ
る
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
作
家
イ
ェ
ジ
ー
・
コ

シ
ン
ス
キ
が
１
９
６
５
年
に
発

表
し
た
代
表
作
「
ペ
イ
ン
テ
ィ
ッ

ド
・
バ
ー
ド
（
初
版
邦
題：

異

端
の
鳥
）
」
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

は
発
禁
書
と
な
り
、
作
家
自
身

も
後
に
謎
の
自
殺
を
遂
げ
た

“

い
わ
く
つ
き
の
傑
作
”
を
映

画
化
す
る
た
め
に
、
チ
ェ
コ
出

身
の
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
マ
ル
ホ

ウ
ル
監
督
は
3
年
を
か
け
て
17

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
シ
ナ
リ
オ
を

用
意
。
資
金
調
達
に
４
年
を
か

け
、
さ
ら
に
主
演
の
ペ
ト
ル
・

コ
ト
ラ
ー
ル
が
自
然
に
成
長
し

て
い
く
様
を
描
く
為
、
撮
影
に

2
年
を
費
や
し
、
最
終
的
に
計

11
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
映
像

化
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー

東
欧
の
ど
こ
か
。
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
を
逃
れ
て
疎
開
し
た
少
年

は
、
預
か
り
先
で
あ
る
一
人
暮

ら
し
の
老
婆
が
病
死
し
た
上
に

火
事
で
家
が
消
失
し
た
こ
と
で
、

身
寄
り
を
な
く
し
一
人
で
旅
に

出
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

行
く
先
々
で
彼
を
異
物
と
み
な

す
周
囲
の
人
間
た
ち
の
酷
い
仕

打
ち
に
遭
い
な
が
ら
も
、
彼
は

な
ん
と
か
生
き
延
び
よ
う
と
必

死
で
も
が
き
続
け
る
。

監
督
声
明

原
作
「
ペ
イ
ン
テ
ィ
ッ
ド
・

バ
ー
ド
」
を
読
ん
だ
多
く
の
人

は
、
そ
の
暴
力
と
残
虐
性
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
。
イ
ェ
ジ
ー
・
コ

シ
ン
ス
キ
の
暴
力
の
概
念
は
す

ご
く
不
快
だ
と
思
う
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
だ
が
こ
れ
は
一
次
元

的
で
も
な
い
し
、
二
次
元
的
で

す
ら
な
い
。
コ
シ
ン
ス
キ
に
と
っ

て
暴
力
と
は
人
類
の
本
質
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
だ
。

原
作
者

イ
ェ
ジ
ー
・
コ
シ

ン
ス
キ

１
９
３
３
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
工
業
都
市
ウ
ッ
チ
に
生
ま
れ

る
。
ロ
シ
ア
系
亡
命
ユ
ダ
ヤ
人

の
両
親
を
も
ち
、
ヨ
ゼ
フ
・
ニ

コ
デ
ム
・
レ
ヴ
ィ
ン
コ
ッ
プ
と

名
づ
け
ら
れ
た
が
、
第
二
次
大

戦
勃
発
後
イ
ェ
ジ
ー
・
コ
シ
ン

ス
キ
を
名
乗
り
、
ま
た
カ
ト
リ
ッ

ク
の
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
で
、

ナ
チ
ス
の
迫
害
を
逃
れ
る
。
ウ
ッ

チ
大
学
卒
業
後
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

の
研
究
員
と
な
る
も
、
１
９
５

７
年
、
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
。

１
９
６
５
年
、
「
ペ
イ
ン
テ
ィ
ッ

ド
・
バ
ー
ド
」
を
刊
行
し
、
セ

ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
チ
ェ
コ
、
ス

ロ
バ
キ
ア
合
作

１
６
９
分

映
画
「
異
端
の
鳥
」

人
は
な
ぜ
異
質
な
存
在
を

排
除
し
よ
う
と
す
る
の
か
？

10
月
９
日
よ
り
伏
見
ミ
リ
オ
ン
座
で
上
映

愛
知
県
連
機
関
紙
の
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
県

連
主
催
の
諸
行
事
が
相
次
い
で

中
止
と
な
り
、
行
事
や
催
し
物

の
案
内
や
報
告
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
会
員
の
み
な

さ
ま
に
是
非
、
機
関
紙
の
原
稿

を
書
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
内
容
は
ユ
ー
ラ
シ
ア

諸
国
（
旧
ソ
連
）
に
関
す
る
こ

と
で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
結
構

で
す
。
旅
行
記
や
映
画
、
本
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
感
想
、
ロ
シ
ア

語
の
勉
強
に
つ
い
て
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
諸
国
の
人
た
ち
と
の
交
流
、

な
ん
で
も
結
構
で
す
。
写
真
が

あ
れ
ば
一
緒
に
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
メ
ー
ル
、
郵
送
ど
ち
ら
で

も
結
構
で
す
。
（
田
口
龍
司
）

原
稿
募
集
の
お
願
い


